
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「 親子で体験！じてんしゃスクール 」レポート  ☆     会場／ 尾張旭市 市民プール駐車場 

尾張旭、瀬戸、そして、安城から、子ども 22名・おとな 23名、合計 45名の皆さんが参加。初参加の人も 

何度も参加して下さった人も、みんな楽しく体験できた 2時間となりました。 

 まっすぐ進んで、しっかり止まる。スラロームをスムーズに。一本橋やシーソーをゆっくり慎重に。トンネル 

をぬけたら、止まって安全確認。少し難しいけれど、わくわくする障害物に次々挑戦！ 

守山署のおまわりさんからは、実際の事故事例を交えてのお話がありました。「傘をさしての運転は、とても 

危険」・「ヘルメットは命を守る上で大切な道具」。皆さん、真剣な面持ちで耳を傾けてらっしゃいました。 

自転車屋さんの整備のお話では、小さな子から大人まで、興味しんしん。サドルの高さの調整方法や、油のさし 

かた等、「チェーンに油をさす時、布を後ろ側にあてて・・。自転車が調子よく動くようにしましょう。わから 

ないことは、近くの自転車屋さんに相談しましょう。」 安全運転には、自転車の整備も重要なことですね。 

今日の体験を、ご家庭や職場での交通教育のきっかけにして頂けるとうれしいです。   OSCN事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ＯＳＣＮとは・・・  

私たちＯＳＣＮは、尾張旭市を中心に、自転車の有効な利用方法や子どもや大人への安全講習会等をおこなう市民活動です。 

OSCNとは、Owariasahi  Safety  Cyclists  Network尾張旭・セーフティー・サイクリスツ・ネットワークの略称です。  

自転車の利用者に、操縦技術面や交通知識面を含めた効果的な安全指導やマナーの徹底の機会を、児童・生徒や大人の方々 

に向けて、提供しています。          

 

 OSCN事務局（代表：片山）  

0561 – 52 – 3134  

katayama@ams.odn.ne.jp 

 ※ウィーラースクールのカリキュラムを参考にしています。 

mailto:katayama@ams.odn.ne.jp


 

 

 

後援：尾張旭市・尾張旭市教育委員会・環境省中部地方環境事務所・ウィーラースクールジャパン  協力：安城市エコりんりん・あいちエコモビ 

協力：守山警察署・尾張旭市市民活動課・前原デンタルクリニック・ドバッツライノハウス・翠香書院・ＧＩＡＮＴ名古屋・尾張旭市交通少年団 

ダートフリーク有志・まえまえくらぶ有志・愛知県教員有志・YANS・CyclingTeamKATAYAMA    文：片山  写真：富永 

赤い三角の標識「止まれ」 

では、しっかり止まってね。

白い線（停止線）もあるよ。 

見通しのいいところまで、

ゆっくり進んで、安全確認。 

 

飛び出さないで、しっかり

と、目と耳で、確認する 

習慣を身につけよう！ 

 

 

チェーンに油をさす時は、こうや
って・・・。ドバッツライノハウ
ス、斉場さんの自転車整備講座。 

 「 歩く人が１番、自転車は２番！ 」 

 「 後ろもしっかり確認しよう！ 」 

耳で聞き、まわりをよく見て、安全に走ろう！ 

 

スラローム。コーンの間を
ゆっくり進みます。子ども
も大人もぐんぐん上達！ 

傘さし運転は、危険です。ヘル
メットも大切。おまわりさんの
お話には説得力があります。 

 

右・左・右・後ろ 

安全かくにん！ 

まずは、準備体操をしっかり。 

「じゃんけん、ポン！」負けた！ 

セーフティーサーキット。
上手に「止まれ」ました！
上手！ 

キッズスタッフと一緒に、元気
よく、お勉強できました。 


